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市の人口　50,670人
・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,670人

・男   25,153人  （25,864人）  世帯数   20,399世帯
・女   25,606人  （25,491人）              （20,181世帯）

５月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計市の人口　50,355人

・男   24,864人  （25,153人）  世帯数   20,181世帯
・女   25,491人  （25,669人）              （20,346世帯）

４月１日現在の住民基本台帳による人口
（　）内は前月の統計

5.25『ずっと友達でいようね！』
（５月14日・『ポート エンジェルス市使節団』下北観光にて）
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50,781人（50,454 人）  ５月１日現在の住民基本台帳による人口（　　）内は前月の統計

男 24,992人（24,767人） 世帯数 21,520世帯
女 25,789人（25,687人） （21,254 世帯）



( 2 )

（２００４年・第５８３号）

　

現
代
に
対
応
し
た
地
域
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
常
に
新
し
い
『
も
の
』

『
情
報
』を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

（
財
）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、

全
国
の
電
源
地
域
（
発
電
所
の
所
在
・
計
画

地
点
と
そ
の
周
辺
地
域
）
市
町
村
を
対
象

に
、
長
期
的
・
自
立
的
な
振
興
を
担
う
人

材
の
育
成
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
、
最
新
の
情
報
・
知
識
を
持
っ

た
講
師
陣
に
よ
る
講
義
、
先
進
地
で
の
生

の
声
が
聞
け
る
現
地
視
察
な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
修
に
参
加
さ
れ

る
方
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《平成１６年度研修スケジュール》

テ　ー　マ 日程 (日間 ) 定員 負担金  備　考

情 報 発 信 能 力 向 上 実 践 講 座 ８月（３） 30名 13,000円

循環型社会形成に向けた行政施策を学ぶ ７月（２） 40名 10,000円

地 域 福 祉 の あ り 方 を 考 え る 12月（３） 50名 13,000円

ＩＴを活用した地域活性化方策を考える ９月（２） 40名 10,000円

住民と行政が一体となった地域づくりの進め方 H17年1月（２） 50名 10,000円

地方分権社会におけるこれからの地域づくりを考える ９月（２） 40名 10,000円

資源と人材を活用した魅力ある地域経営策を学ぶ ７月（３） 40名 15,000円 先進地現地研修

食をテーマに女性パワーによる個性ある地域づくりを考える 10月（３） 50名 15,000円 先進地現地研修

ツ ー リ ズ ム 実 践 講 座 10月（３） 40名 15,000円 先進地現地研修

地域農業の高付加価値化方策を考える 12月（２） 40名 10,000円

水 産 業 の 高 付 加 価 値 化 方 策 を 考 え る ８月（２） 30名 15,000円 先進地現地研修

起 業 化 支 援 実 務 研 修 11月（３） 30名 15,000円 先進地現地研修

商 店 街 活 性 化 方 策 を 学 ぶ ９月（３） 40名 15,000円 先進地現地研修

地域資源を活かした観光振興を考える ６月（２） 50名 10,000円

地域特性を活かした特産品開発の考え方・進め方（電気のふるさとじまん市に学ぶ） 11月（２） 70名 15,000円 千葉市・幕張メッセ周辺

地域特産品マーケティング実践講座（地方中核都市物産展に学ぶ） H17年 2月（２） 50名 15,000円 地方物産展会場周辺

海外研修

地 域 資 源 を 活 用 し た 産 業 振 興 を 学 ぶ 10月（９）

30名 215,000円

ヨーロッパ

事 前 研 修 ８月（２） （財）電源地域振興
センター研修室事 後 研 修 H17年1月（１）

　　（注） ①内容および日程につきましては、変更する場合もありますので、あらかじめご了承ください。

 ②応募者が多数の場合には、参加できない場合もありますので、あらかじめご了承下さい。

 ③負担金には、交通費・宿泊費は含みません。

　地域づくりは人づくり
～研修参加希望者を募集します～　

〈
応
募
要
件
〉

　

市
内
の
団
体
職
員
お
よ
び
む
つ
市

在
住
者

〈
研
修
テ
ー
マ
お
よ
び
期
日
〉

　

研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

各
研
修
と
も
約
１
か
月
前
に
は
日

程
が
決
ま
り
、
申
し
込
み
が
始
ま
り

ま
す
。

〈
研
修
者
負
担
〉

　

研
修
に
係
る
負
担
金
お
よ
び
交
通

費
・
宿
泊
費

　

な
お
、（
財
）電
源
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
よ
り
、
交
通
費
・
宿
泊
費
（
市

の
旅
費
規
程
で
計
算
）の
３
／
４
が

研
修
終
了
後
助
成
さ
れ
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
企
画
課
企
画
係

�
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財団法人電源地域振興センターとは…

　電源地域の産業等の振興を図るため、平成２年

に設立され、さまざまな事業を行なっています。

　研修事業のほか、企業立地の支援など各種の支

援事業を行なっています。

６
月
23
日（
水
）〜
29
日（
火
）は

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

〜
関
連
図
書
特
設
コ
ー
ナ
ー
設
置
〜

※
平
成
11
年
６
月
23
日
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
』
公
布
・
施
行

　

こ
の
期
間
を
含
む
６
月
１
日
（
火
）〜

30
日
（
水
）の
間
、
む
つ
市
立
図
書
館
で

は
、
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
男
女
共

同
参
画
関
連
の
図
書
を
紹
介
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校

で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
『
男
女
共

同
参
画
社
会
』実
現
の
た
め
に
は
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
毎
週
月
曜
日
お
よ
び
第
４
木
曜
日
は
休
館

日
と
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
男
女
共
同
参
画
室

�
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市
立
図
書
館
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( 3 )

暮らしに役立つ

税 情報

軽
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

　

5
月
31
日
（
月
）は
、
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
で
す
。
5
月
上
旬
に
納
税
通
知

書
と
納
付
書
（
は
が
き
サ
イ
ズ
）を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
確
か
め
の
う
え
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

軽
自
動
車
税
の
納
付
に
は
、
便
利
な

口
座
振
替
や
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納

付
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、
取
扱
金
融
機
関
や
最
寄
り
の
郵
便

局
で
『
む
つ
市
口
座
振
替
依
頼
書
』に
ご

記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
か
ら
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
軽
自

動
車
税
か
ら
振
替
が
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�
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（２００４年・第５８３号）

　

平
成
16
年
度
に
お
け
る
市
税
（
市

県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
・
国
民
健
康
保
険
税
）と
介
護
保

険
料（
普
通
徴
収
分
）の
各
期
の
納
期

　

６
月
中
旬
に
、
平
成
16
年
度
分
の

市
税
（
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）

と
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
分
）の
納

税
通
知
書
（
介
護
保
険
料
は
納
入
通

知
書
）と
一
緒
に
、
全
期
分
（
一
括
納

付
分
）お
よ
び
第
1
期
分（
分
割
納
付

分
）の
納
付
書
を
ブ
ッ
ク
式
に
し
て

送
付
し
ま
す
。
一
括
か
分
割
の
い
ず

れ
か
を
選
択
し
て
、
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
残
っ
た
納
付

書
は
、
二
重
納
付
と
な
ら
な
い
よ
う

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

車
検
の
た
め
の
納
税
証
明
書

（
自
動
車
税
）
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
を
納
め
ら
れ
た
後
の
納
税

証
明
書
は
、
納
税
通
知
書
・
領
収
証
書

と
切
り
離
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
自
動
車
検

査
証
（
車
検
証
）と
一
緒
に
保
管
し
て
お

き
ま
す
と
、
車
検
の
際
に
便
利
で
す
。

　

も
し
、
こ
の
納
税
証
明
書
を
な
く
さ

れ
ま
す
と
、
県
税
事
務
所
の
窓
口
で
車

検
用
の
納
税
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

交
付
申
請
の
際
に
は
、
自
動
車
検
査

証
を
窓
口
に
提
示
し
、
交
付
申
請
票
へ

の
押
印
が
必
要
な
ほ
か
、
運
転
免
許
証

等
に
よ
り
、
窓
口
に
お
い
で
に
な
っ
た
方

の
身
分
確
認
等
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
代
理
人
が
交
付
申
請
す
る
場

合
に
は
、
本
人
（
法
人
の
場
合
は
代
表

者
）か
ら
の
委
任
状
も
必
要
と
な
り
ま

す
。（
ご
家
族
・
従
業
員
の
場
合
に
も

必
要
で
す
。）

　

納
税
証
明
書
は
、
納
税
者
の
み
な
さ

ま
の
大
切
な
情
報
を
証
明
す
る
も
の
で

す
か
ら
、
窓
口
に
お
い
で
い
た
だ
い
た

方
の
確
認
等
を
厳
格
に
行
な
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
で
の
納
税
確
認
は
、
原

則
と
し
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
県
税
事
務
所
総
務
課

�
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む
つ
市
斎
場
使
用
料
が

６
月
１
日
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
む
つ
市
民
に
つ
い
て
は

無
料
と
し
て
お
り
ま
し
た
斎
場
の
使
用

料
が
６
月
１
日
（
火
）か
ら
、
次
の
と
お

り
有
料
と
な
り
ま
す
。

改葬のための火葬

3,000円

5,000円

※『市内居住者』とは、次のいずれかに該当する方です。

　①斎場の使用の許可を受けた方が当市に住所を有している場合　②死亡者が死亡時に当市に住所を有していた場合

※斎場の使用料については、火葬当日に斎場窓口でお支払いください。

（火葬当日のお支払いに都合の悪い方は、斎場使用許可書を持参し、前日までに市環境対策課でお支払いください。）

人体の一部胞衣およ
びこれらに類するもの

1,000円

2,000円

死産児
（妊娠４か月以上の死胎児）

2,000円

3,000円

12才未満

7,000円

10,000円

12才以上

10,000円

15,000円

区　　分

市内居住者

市外居住者

使
用
料

〈
詳
し
く
は
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�
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【各税金の納期限】

期　別 市税および介護保険料１号普通徴収

６月分（第１期） 平成 16年６月30日

７月分（第２期） 平成 16年８月２日

８月分（第３期） 平成 16年８月31日

９月分（第４期） 平成 16年９月30日

10月分（第５期） 平成 16年 11月１日

11月分（第６期） 平成 16年 11月 30日

12月分（第７期） 平成 16年 12月 27日

１月分（第８期） 平成 17年１月31日

２月分（第９期） 平成 17年２月28日

３月分（第10期） 平成 17年３月31日

平
成
16
年
度
各
税
金
の
納
期
限

市
税
と
介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

な
お
、
第
１
期
分
（
分
割
納
付

分
）の
納
付
書
で
納
付
さ
れ
た
方
へ

は
、
７
月
上
旬
に
第
２
期
分
か
ら
第

10
期
分
ま
で
の
納
付
書
を
ブ
ッ
ク
式

に
し
て
送
付
し
ま
す
の
で
、
各
納
期

を
お
確
か
め
の
う
え
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収

分
は
４
月
か
ら
２
か
月
ご
と
（
年
金

支
給
月
）に
年
６
回
、
年
金
か
ら
天

引
き
と
な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
市
民
税
係

�
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限
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
期

限
を
守
っ
て
納
税
し
ま
し
ょ
う
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
税
務
課
納
税
管
理
係

�
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内
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１
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９
６



( 4 )

57 市 民 大 学 の 実 施
市民の多種多様化する学習ニーズに応え、生きがいの創造を推進し、学習機会を提供して生涯学習や、社会

参加活動に供することを目的に実施します。
公　民　館 Ａ

58
観 光 ボ ラ ン テ ィ ア ガ

イ ド 育 成 事 業 の 推 進

むつ市を訪れる観光客等に対して、歴史・民俗・文化・名所・旧跡等の説明、案内をしてくれる観光ボランティ

アガイドの育成を推進します。
商工観光課 Ａ

59
女 性 の 社 会 参 加 を 促 進

す る た め の 学 習 へ の 支 援
講師を派遣して学習会を開催し、女性の社会参加を促進するための支援をします。（再掲12） 公　民　館 Ａ

基本施策③国際的視野に立った共同参画の推進
施策の方向　（１）国際理解、国際交流の推進と情報提供

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

60 国 際 交 流 員 の 設 置 国際交流員を設置し、地域住民への国際理解の普及に努めます。　　　　　　　　　　　　　　　　　 秘　書　課 Ａ

61 国 際 交 流 イ ベ ン ト の 開 催 国際交流員を講師に、料理教室や講演会を通じて、外国出身者と市民が交流できる機会を設けます。 秘　書　課 Ａ

62 海 外 の 都 市 と の 交 流 促 進 国際理解を深めるため、海外の都市との交流を促進します。　 秘　書　課
指　導　課 Ａ

63 民 間 団 体 へ の 支 援 民間団体との連携を図りながら、国際交流を促進します。　 秘　書　課 Ａ

64 情 報 の 収 集 と 発 信 男女共同参画に係わる国際的情報を積極的に収集し、提供します。 秘　書　課
指　導　課 Ｂ

65 海 外 へ の 派 遣 研 修 国際的な視点を身につけ、国際理解を深めるために、海外への派遣研修を推進します。 関　係　課 Ａ

66 国 際 理 解 教 育 の 推 進

○中学生をむつ市ジュニア大使として、姉妹都市ポートエンジェルス市に派遣し交流を深めるとともに友好親

善に努め、国際感覚を養い、国際社会に貢献できる人材を育成します。

○むつ市国際理解教育協力員17名（各校代表）を通して、各校の国際理解教育の推進を図るとともに、異文化

理解の推進および外国語指導助手の効果的活用に努めます。

指　導　課 Ａ

施策の方向　（２）国際化に対応したまちづくり

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

67 国 際 ボ ラ ン テ ィ ア の 養 成
外国からむつ市を訪れる方々のホームステイ先（ホストファミリー）の募集や、国際交流イベント開催時のボラ

ンティアの養成に努めます。
秘　書　課 Ａ

68 外 国 語 講 座 の 開 催 国際化社会に対応できるよう、外国の日常会話を身につけるための、外国語講座を開催します。
生涯学習課

公　民　館
Ｃ

基本目標Ⅲ・働きやすい環境づくり 基本施策①男女の均衡ある雇用・職場環境の整備
施策の方向　（１）均等な雇用機会と待遇の確保

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

69 男女雇用機会均等法の周知と促進 関係機関と連携し、男女雇用機会均等法の周知・啓発を図り、男女差別のない職場づくりを進めます。 商工観光課 Ａ

70 労 働 関 係 機 関 と の 連 携 強 化 労働関係機関と連携し、女性が働くための支援と、働き続けるための職場環境整備に努めます。 商工観光課 Ａ

71 パートタイム労働者、家内労働者への啓発
パートタイム労働者、家内労働者の労働内容の向上と権利を守るため、パートタイム労働法・家内労働法につ

いての周知・啓発を図ります。
商工観光課 Ａ

施策の方向　（２）個性と能力を発揮できる体制の確立

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

72 資格取得等の学習機会と情報の提供 資格取得等についての学習機会と情報の提供をします。 商工観光課 Ａ

73 職業能力開発と能力発揮の支援 むつ職業能力開発校への運営補助等をはじめとし、能力開発促進のための支援をします。 商工観光課 Ａ

74 起 業 家 に 対 す る 支 援 新たに事業を開始しようとする起業家に対して、支援と情報提供をします。 商工観光課 Ａ

75 農業に関する学習機会・情報の提供
女性農業者が地域農業の振興、農村の活性化、経営発展、生活向上等について考え、農業経営パートナーと

しての資質向上のために必要な様々な、学習機会と情報を提供します。

農林畜産課

農業委員会
Ａ

施策の方向　（３）働く女性の職業支援と職場環境の整備

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

76
セクシュアル・ハラスメントを防

止するための啓発と相談員の設置

セクハラは、人権を侵害する行為であるとの認識を深めてもらい、防止するための啓発を行ない、相談員を配

置して相談窓口の充実に努めます。
商工観光課 Ａ

77 育児・介護休業法の周知と利用の促進 育児・介護休業法に関するパンフレットの配布等により、周知とその利用促進に努めます。 商工観光課 Ａ

78 ファミリーサポートセンターの設置
育児・介護の援助を「行いたい人」と「受けたい人」が会員になり、会員同士が、子どもや高齢者等の世話を一

時的に有料で援助し合う、ファミリーサポートセンターを設置します。
商工観光課 Ｄ

79 女 性 起 業 家 支 援 事 業 の 周 知 新たに事業を開始しようとする、女性起業家への支援事業の周知を図ります。 商工観光課 Ａ

80 「 農 山 漁 村 女 性 の 日 」の 周 知
21世紀の農林水産業、農山漁村女性の役割を正しく認識し、適正な評価への気運を高め、女性の能力発揮を

促進することを目的とした「農山漁村女性の日」の周知に努め、女性の社会活動への参画を促します。
農林畜産課
水　産　課 Ａ

81 相談窓口の設置と相談体制の充実
複雑・多様化する相談に対応するため、相談機関相互の連携強化に努め、気軽に相談できる窓口を整備し、

相談体制の充実を図ります。

商工観光課
農林畜産課
水　産　課

Ｄ

（２００４年・第５８３号）
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むつ市男女共同参画推進実施計画 （その２）
計画策定の趣旨

　むつ市では、人々の意識や社会の慣行等を見直し、男女が互いに人権を尊重し、性別にとらわれることなく、その個性と

能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現をめざして、平成14年に『むつ市男女共同参画推進基本計画～むつみあ

いプラン～』を策定しました。

　この計画に基づいて、具体的に施策・事業等を推進するために『むつ市男女共同参画推進実施計画』を策定するものです。

計画の期間

　実施計画の期間は、平成16年度から平成20年度までの５年間とします。

実施期間の定義

Ａ・現在実施している事業で、今後も継続する。

Ｂ・現在実施している事業で、計画期間内に事業の拡大・拡充を図っていくもの。

Ｃ・新規事業として計画期間内に実施予定のもの。

Ｄ・事業として実施すべきであるが、検討していくもの。

計画の推進

　事業は、市民で構成する『むつ市男女共同参画推進懇話会』等の意見や要望を聴きながら、担当課が主体的に実施し、事業

の進捗状況の把握・点検は、庁内に設置している『むつ市男女共同参画推進検討委員会』において行ないます。

　また、社会情勢などを考慮して、必要に応じて見直しを行ないます。

※一つの事業が実施計画の複数の項目に該当する場合には『再掲』とし、事業番号を記載しています。

基本目標Ⅱ・あらゆる分野への共同参画の推進 基本施策①政策・方針決定過程への共同参画の推進
施策の方向　（１）市の各種審議会等への女性の参画拡大

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

42 可能な審議会等の委員公募制の導入 各種審議会委員等の公募制を進め、市民参画を推進します。 関　係　課 Ａ

43 審議会等の女性登用状況の調査 各種審議会等における、女性登用状況を定期的に調査し、その結果を公表します。 総　務　課 Ｃ

44 審議会等への女性委員登用の促進 各種審議会等への女性の登用を積極的に進めます。 関　係　課 Ｃ

45 人材に関する情報の収集・リストの整備
さまざまな分野で活躍する人達の人材バンクへの登録を促進し、リストの整備を図り、各種審議会等への女

性の参画を進めます。

企　画　課
生涯学習課
公　民　館

Ｃ

施策の方向　（２）団体等における方針決定への女性の参画推進

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

46 女 性 団 体 連 絡 協 議 会 への支 援 各団体の活動の中で、女性の参画拡大を促進するために、女性団体連絡協議会の活動を支援します。 公　民　館 Ａ

47
Ｖ ｉ ｃ ウ ー マ ン（ 農 業 女

性 リ ー ダ ー）の 活 動 支 援
Ｖｉｃウーマンの研修会・意見交換会等の活動を支援します。（再掲１４） 農林畜産課 Ａ

48
各 種 団 体 等 に 対 す る 女 性

リ ー ダ ー 登 用 の 協 力 依 頼
各種団体役員や地域活動指導者等への女性登用を働きかけます。 関　係　課 Ｃ

49 女 性 参 画 の 啓 発 運営方針や企画立案への女性の参画について啓発します。 関　係　課 Ａ

基本施策②地域活動への参画とボランティア活動の推進
施策の方向　（１）地域活動、ボランティア活動等市民団体の活動支援

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

50
地 域 活 動・ ボ ラ ン テ ィア 活 動

等 に関 する 情 報 の 収 集と 提 供
地域活動・ボランティア活動等についての情報の収集・提供を行ない、市民参加を働きかけます。

企　画　課

生涯学習課
Ｃ

51
地 域 活 動 へ の 男 女 共 同 参

画 の 推 進 と 指 導 者 養 成
地域活動における男女共同参画の推進と、そのための指導者の養成を図ります。

企　画　課
生涯学習課
公　民　館

Ｂ

52 サ ポ ー ト セ ン タ ー の 設 置 市民の地域活動・ボランティア活動の拠点となる施設を設置します。
企　画　課

生涯学習課
Ｄ

53 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の 支 援 ボランティア活動をする団体等の支援をします。 関　係　課 Ｃ

54 福祉ボランティア活動への支援 福祉ボランティア活動をする団体等を支援します。 関　係　課 Ｃ

施策の方向　（２）社会参加を促す情報提供の充実と講座等の実施

№ 事業名 事業の概要 担当課
実施

期間

55
地 域 活 動・ ボ ラ ン テ ィア 活 動

等 に関 する 情 報 の 収 集と 提 供
地域活動・ボランティア活動等についての情報の収集・提供を行ない、市民参加を働きかけます。（再掲50）

企　画　課

生涯学習課
Ｃ

56 地 域 活 動 へ の 参 画 啓 発 地域活動への参画について啓発に努めます。
企　画　課
生涯学習課
公　民　館

Ａ

〈詳しくは〉

市男女共同参画室

�22-1111内線 220
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私
た
ち
が
街
の
中
で
目
に
す
る
は
り

紙
や
看
板
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
物

は
、
美
観
風
致
を
維
持
し
、
公
衆
に
対

す
る
危
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
『
屋
外
広
告
物
法
』や
『
青
森
県
屋

外
広
告
物
条
例
』に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な

規
制
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

広
告
板
、
広
告
塔
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
似
す
る
も
の
を
屋
外
に
表
示
し
、
ま

た
は
掲
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
青

森
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く
許
可

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

　

今
年
に
入
り
、
遊
具
の
破
損
等
に
よ

る
事
故
が
多
発
し
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
４
月
上
旬
に
職
員
に

よ
る
遊
具
の
自
主
点
検
を
し
、
軽
微
な

破
損
等
に
つ
き
ま
し
て
は
随
時
修
理
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
専
門
業
者

に
よ
る
点
検
修
理
も
実
施
し
、
子
ど
も

た
ち
が
安
全
で
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
維

持
管
理
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

『
法
務
局
な
ん
で
も
相
談
』
開
設

〈
い
つ
〉６
月
５
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
３
階

〈
相
談
担
当
者
〉

①
青
森
地
方
法
務
局
む
つ
支
局
職
員

②
司
法
書
士

③
土
地
家
屋
調
査
士

④
人
権
擁
護
員

〈
相
談
内
容
〉

 

・
遺
産
相
続

 

・
土
地
境
界
の
ト
ラ
ブ
ル

 

・
登
記
に
関
す
る
こ
と

 

・
国
際
結
婚

 

・
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ

 

・
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ

 

・
学
校
で
の
い
じ
め

 

・
サ
ラ
金
問
題

 

・
借
地
、
借
家
に
関
す
る
問
題
な
ど

〈
相
談
料
〉無
料

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
地
方
法
務
局
む
つ
支
局

�

23

－

３
２
０
２

平
成
16
年
度
交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
生
募
集

　

㈶
交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、
奨
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
中
学
校
以
上
の
各
校
に
資
料

が
届
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
存
知
と
思

い
ま
す
が
、
応
募
書
類
は
育
英
会
奨
学

課
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
目
的
〉

　

保
護
者
等
が
道
路
に
お
け
る
交
通

事
故
で
死
亡
し
た
り
、
重
い
後
遺
障

害
で
働
け
な
い
た
め
、
経
済
的
理
由

で
修
学
が
困
難
な
高
等
学
校
以
上
の

生
徒
・
学
生
に
奨
学
金
を
貸
与
し
て
、

教
育
の
機
会
均
等
を
図
り
、
社
会
有

用
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

①奨学金の月額（５・８・11・２月に３か月分ずつ貸与。無利子）

学校 １～３年生 ４年生以上 定員 在学募集 予約募集

高 等 学 校

高等専門学校
2・3・4万円から選択

国公立　3.5万円
400名 H17. 1.31

１次　H16.9.30

２次　H17.2.28私　立  　4万円

大 学

短 期 大 学
4・5・6万円から選択

国公立　一般貸与　４万円
特別貸与　５万円

300名 H16.12.31
１次　H16.9.20

２次　H17.1.31私　立　一般貸与　４万円
特別貸与　５万円

大 学 院 5・8・10万円から選択 20名 H16.6.10

専修学校専門課程

各 種 学 校
4・5・6万円から選択 5万円

100名 H16.12.31 H17.2.28

専修学校高等課程 2・3・4万円から選択

②入学一時金（１年生入学後希望者に貸与。無利子）

学校 一時金の額 定員

高 等 学 校・ 高 等 専 門 学 校 30万円 300名

大 学 ・ 短 期 大 学 40万円 200名

専修学校専門課程・各種学校 40万円
80名

専 修 学 校 高 等 課 程 30万円

〈問合せ・申込先〉
〒102-0093
東京都千代田区平河町2-6-1　平河町ビル３Ｆ
（財）交通遺児育英会

�03-3556-0773　 0120-521286　�www.kotsuiji.com
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い
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計
画
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
６
３
２

公
園
内
に
あ
る
遊
具
の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て

　

し
か
し
、
通
常
の
遊
び
方
で
は
安
全

な
遊
具
も
、
予
想
し
な
い
遊
び
方
に
よ

り
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
危
険
な
遊
び
方
を
し
な
い

よ
う
看
板
を
立
て
る
な
ど
の
注
意
を
呼

び
か
け
事
故
防
止
に
努
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

保
護
者
お
よ
び
地
域
の
み
な
さ
ま
に

は
温
か
い
目
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
い
た
だ
き
、
危
険
な
遊
び
方
を
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
ま
し
た
ら

一
言
注
意
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
都
市
計
画
課
公
園
管
理
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
６
３
３

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室（
１
回
目
）

　

初
心
者
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
17
日（
木
）

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
公
民
館

〈
参
加
費
〉無
料

〈
定
員
〉20
名（
先
着
順
）

〈
準
備
す
る
も
の
〉

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布（
ま
た
は
手
ぬ
ぐ
い
）

〈
申
込
締
切
〉６
月
14
日（
月
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
食
生
活
改
善
推
進
員
会

中
美
�

29

－

４
１
０
４
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（２００４年・第５８３号）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

平
成
16
年
度
か
ら
、
県
営
住
宅
空
き

家
の
入
居
者
募
集
は
、
年
６
回（
偶
数
月

の
１
日
か
ら
10
日
ま
で
）行
な
い
ま
す
。

　

募
集
期
間
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
短
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
受
付
期
間
〉

６
月
１
日（
火
）〜
10
日（
木
）

〈
当
選
者
の
入
居
予
定
日
〉

８
月
２
日（
月
）

〈
募
集
予
定
の
県
営
住
宅
〉

 

・
昭
和
団
地
３
Ｄ
Ｋ

 

・
中
央
団
地
３
Ｄ
Ｋ

 

・
金
谷
団
地
２
Ｄ
Ｋ

〈
選
考
方
法
〉

　

入
居
資
格
を
審
査
の
う
え
、
応
募

者
多
数
の
場
合
は
公
開
抽
選
に
よ
り

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
県
土
整
備
事
務
所
建
築
指
導
課

�

22

－

８
５
８
１
内
線
２
７
５

　

劇
団
未
来
半
島
で
は
、
20
周
年
記
念

公
演
と
し
て
12
月
４
日
・
５
日
に
下
北
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
公
演
を
行
な
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
公
演
に
出
演

し
て
く
だ
さ
る
方
と
、
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。

　

ま
っ
た
く
舞
台
に
触
れ
た
こ
と
の
な
い

方
で
も
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

〈
い
つ
〉６
月
５
日（
土
）午

後
７
時
〜
９
時

〈
ど
こ
で
〉

海
老
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

〈
ど
ん
な
〉

　

詳
し
い
説
明
と
、
簡
単
な
体
操
を

行
な
い
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

　

出
演
者
は
、毎
週
２
〜
３
回
の
練
習（
午

後
７
時
〜
９
時
）に
参
加
で
き
る
小
学
中
学

年
以
上
の
方
。
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。
ス

タ
ッ
フ
は
大
道
具
や
衣
装
、
メ
イ
ク
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
空
い
て
い
る
時
間

に
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
。
練
習
お
よ
び
製

作
場
所
は
劇
団
ア
ト
リ
エ
で
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

劇
団
未
来
半
島
事
務
局（
丸
二
物
産
内
）

仁
木
�

22

－

２
０
４
８

　

野
鳥
の
声
と
岩
登
り
を
楽
し
み
な
が

ら
八
甲
田
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ

傷
害
保
険
等
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

劇
団
未
来
半
島
20
周
年
記
念
公
演

『
下
北
半
島
独
立
記
念
日
』
出
演
者
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

春

の

ハ

イ

キ

ン

グ 

〜
受
付
は
５
月
31
日
か
ら
〜

〈
い
つ
〉６
月
19
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
午
前
６
時
30
分
ま
で
に
市
役
所
前
に
集

合
。
雨
天
決
行
。

〈
コ
ー
ス
〉酸
ケ
湯
〜
大
岳
〜
酸
ケ
湯

〈
定
員
〉30
名

〈
準
備
す
る
も
の
〉

昼
食
、
雨
具
、
着
替
え
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
着
用

〈
講
師
〉む
つ
山
岳
会

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
保
健
体
育
課
体
育
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
７
４
２

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

第
25
回 

釜
臥
山
清
掃
登
山

６
月
13
日（
日
）開
催 

〜
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　

む
つ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
む

つ
山
岳
会
・
む
つ
市
ス
キ
ー
協
会
・
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
む
つ
・
む
つ
中
央

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
40
団
体
・
参

加
者
約
450
名
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

釜
臥
山
清
掃
登
山
を
行
な
い
ま
す
。

　

美
し
い
豊
か
な
自
然
も
、
空
き
缶

や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
汚
さ
れ
て
は
台

な
し
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自

然
を
守
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

田
名
部
方
面
か
ら
参
加
さ
れ
る
方

の
た
め
に
バ
ス
を
運
行
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
清
掃
登
山
終
了
後
の
昼
食

に
あ
わ
せ
て
、
釜
臥
山
ス
キ
ー
場
内

『
か
も
し
か
ヒ
ュ
ッ
テ
』
に
豚
汁
を
用

意
し
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉６
月
13
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

〈
清
掃
コ
ー
ス
〉

 

・
ス
キ
ー
場
コ
ー
ス

 

・
釜
臥
山
山
頂
コ
ー
ス

 

・
恐
山
〜
田
名
部
街
道
コ
ー
ス

〈
そ
の
他
〉

　

昼
食
、
軍
手
、
雨
具
、
帽
子
等

は
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
各

コ
ー
ス
に
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

　

な
お
、
傷
害
事
故
等
に
つ
き
ま
し

て
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、

各
自
十
分
に
注
意
し
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

伊
藤
�

23

－

１
２
１
８

【バス運行予定表】

8:00　旧田名部駅前

8:05　マエダ本店前

8:15　合同庁舎前

8:30　スキー場前
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詳しくは市立図書館へ

�28-3500

  28-3400
  は休館日です。

6月の図書館カレンダー

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・

日

 

6

13

20

27

月

7

14

21

28

コラーゲンたっぷりの料理

毎日のごはんがおいしくなるラクラクまとめづくり

ハンドリフレクソロジー

眠りを奪われた子どもたち

脳 を 若 く 保 つ レ シ ピ

ミニチュア野菜のおいしい育て方

デ ザ イ ン リ フ ォ ー ム

夫 と い う も の

二人だけで生きたかった

問題解決のための『社会技術』

中年からの俳句人生塾

美 学 へ の 招 待

身 体 意 識 を 鍛 え る

マ ン ボ ウ 阪 神 狂 時 代

合 気 道 呼 吸 力 の 鍛 錬

ぼくのボールが君に届けば

森 の な か の マ マ

イ タ リ ア 幻 想 曲

猿 曳 遁 兵 衛

ふ ぶ け ど も

宇 田 川 心 中

二 人 道 成 寺

ウ ェ ル カ ム・ ホ ー ム！

雲 雀

真 葛 ケ 原 の 決 闘

メ ジ ロ の 来 る 庭

竹　内　富貴子

日本放送出版協会

マイケル・キート

神 山 　 潤

本 多 京 子

双 葉 社

芸 文 社

渡 辺 淳 一

双 葉 社

堀 井 秀 之

金 子 兜 太

佐々木　健　一

高 岡 英 夫

北 　 杜 夫

井 上　 強 一

伊 集 院　　　 静

井 上 荒 野

内 田 康 夫

逢 坂 　 剛

小　嵐　九八郎

小 林 恭 二

近 藤 史 恵

鷺 沢 　 萠

佐 藤 亜 紀

沢　田　ふじ子

庄 野 潤 三

【 健 康・ 生 活 】

【 芸 術・ ス ポ ー ツ 】

【  文 学  】

見えないドアと鶴の空

湯 け む り 浄 土

刀

マイ・スウィート・ホーム

さ く ら 伝 説

豪 商 伝

Ｌｏｖｅ　ｈｉｓｔｏｒｙ

嗤 う 闇

十 三 歳 の 仲 人

猫 舌 男 爵

あ た し の 夜

木曜日に生まれた子ども

とんとんとんのこもりうた

百年たってわらった木

ノンタンいたいのとんでけ～☆

さよなら、マフィンさん

お っ ぱ い

あかまるちゃんとくろまるちゃん

ながいいぬのかいかた

学 ぼ う！ 社 会 保 障

レンズの向こうに自分が見える

ねずくんとらくんのさむいさむいさむい

シャンプー王子のぼうけん

新 美 南 吉 童 話 集

「ゆきのまち幻想文学賞小品集  １３」

弘 前 藩

南部裂織作品集　第 II集

白 石 一 文

高 橋 義 夫

辻 　 仁 成

富 谷 千 夏

な か に し　 礼

南 原 幹 雄

西 田 俊 也

乃 南 ア サ

平 岩 弓 枝

皆 川 博 子

山 本 音 也

ソーニャ・ハートネット

いもと　ようこ

中 野 美 咲

キヨノ　サチコ

ニルソン　ウルフ

みやにし　たつや

上 野 与 志

矢 玉 四 郎

子ども社会保障研究会

野 村 　 訓

たるいし　まこ

名 木 田　 恵 子

新 美 南 吉

ゆきのまち通信・編

長 谷 川　 成 一

南部裂織保存会

【 児 童 よ み も の 】

【 郷 土 資 料 】

現 代 の 戦 争 報 道

よく生きよく笑いよき死と出会う

塵 袋 ２

メ ル ヘ ン の 知 恵

歴 史 の 使 い 方

新 選 組 と 会 津 藩

一三〇〇年間解かれなかった日本書紀の謎

日本文化へのまなざし

『 名 君 』 の 蹉 跌

日 本 論

海上自衛隊はこうして生まれた

相 続・ 贈 与 税 の 知 識

あなたは子どもの心と命を守れますか！

中高年のための携帯電話ＡＢＣ

男 性 の 育 児 休 業

や さ し い 和 裁

らくらくビーズ編み　動物編

はじめてのトールペイント『フル－ツ』

小 犬 の モ チ ー フ

ベジタブルでフルコース

毎日・ムリなく・手早くおべんとう

愛 し の キ ッ チ ン 雑 貨

１週間３, ０００円献立　Ｖｏｌ．３

てるてる家族のてるてるパンレシピ集

炊 飯 器 に お ま か せ。

門 奈 直 樹

アルフォンス・デーケン

大 西 晴 隆

宮 田 光 雄

堺 屋 太 一

星　 亮 一

竹 田 昌 暉

河 出 書 房 新 社

マーク・ラビナ

姜 　 尚 中

日本放送出版協会

佐々木　秀　一

武　田　さち子

法 林 岳 之

佐 藤 博 樹

清 水 と き

ワニマガジン社

日 本 ボ ー グ 社

牧　　　 ゆ み 子

カノウ　ユミコ

脇 　 雅 世

主 婦 の 友 社

学 研

辰 巳 出 版

阿 部 剛 子

【 図書・評論・心理学 】

【 歴 史・ 紀 行 】

【 社 会・ 教 育 】

【 手 芸・ 料 理 】

金

4

11

18

25

火

1

8

15

22

29

水

2

9

16

23

30

木

3

10

17

24

土

5

12

19

26

（２００４年・第５８３号）
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　「サラと太郎は親しい友人で子どもの頃よく一緒に遊んでいました。太

郎のお父さんは建築家でお母さんは電気製品の研究者です。一方、サラの

お母さんはファッションデザイナー。そして、お父さんの方はコックです。

とにかく、幼い頃から住まいが近くでしたから幼稚園の時から一緒に通園

したり遊んだりしていました。最近は、会う機会が少なくなっていましたが、

ある日曜日に予定を立てて、二人で街へ出かけました。

　いつもと同じように実家の近くにある公園の大きな松の木の木陰で待ち

合わせしました時間通り太郎が待ち合わせの場所に行くと、サラがベンチ

に座り本を読んで待っていました。

　「お早う！」と太郎が言いました。「長い時間待ってたの？」

　「いいえ、この章を読み終わらせたくて早く来ていたの。久しぶり！元

気？」とサラが聞きました。

　「元気！」と太郎が答えました。

　「じゃあ、どうやって行く？天気が良いので、歩いて行こうと思っていた

の。」とサラが言いました。

　「僕は電車で行こうと思っていたけど。」と太郎が言いました。

　「じゃあ、どうしよう？早く街に着きたいので、行きは電車で、帰りは散

歩して帰るのはどう？」

　「朝の空気は凄く綺麗だけど、それでも良いよ、今回はね。」とサラが冗

談めいて言いました。そして、二人は公園から5分位歩き駅まで行きました。

　ワンマンカーの電車の窓から緩やかな山々を眺めながら、いろいろな会

話をしました。世界のニュース、好きなテレビ番組、街で食べたいものな

どについて話しました。

　「次の駅は、新町、新町でございます。」と電車のスピーカーから車掌の

声が流れ、二人は降りる準備をしました。

　「最初は食べに行く？」とサラが尋ねました。

　「良いね。お腹空いたから。」

　「父に教えてもらったイタリア料理屋さんに行っても良い？」とサラが聞

きました。

　「良いよ。段々お腹が減ってきた。早く行こうよ。」と太郎が言ったので

二人は早足で街の中へ行きました。10分位歩くとイタリアの赤、白、緑の

旗が長い棒からぶら下げてあって、看板にラ・ストラダと書いてありました。

　「嗚呼、ここだ！」とサラがわいわい言いました。

　「この、外にあるテーブルで良いんじゃない？さっき、貴方は外の空気は

綺麗だと言ったでしょう。」と太郎が提案しました。

　「外は良いよね、じゃあ、ここに座ろう。」とサラが言いながら、金属の椅

子に二人は座りました。太郎はスパゲティ・ボロニエーゼを頼み、サラは

サーモンと生ハムのトマトクリームパスタを注文しました。

　「スパゲティ・ボロニエーゼはつまらなくない？いつも同じものばっかり

頼んでいるよ、太郎。私にとってはちょっとつまらないなあ」とサラが思い

浮かんだ言葉を口から出しました。

　「いいえ、つまらなくないよ。たくさんのレストランで同じスパゲティ・

下北文化会館・大ホール６月の催し物案内
�４日 （金）18:30 ～…………………《全席指定・一般 2,000 円ほか》

 第 11 回日露ジョイント・バレエコンサート『ロシアバレエフェスティバル』

�９日 （水）・10日（木）10:30 ～ 12:00 ……………《入場無料》

 おはなしキャラバン（人形劇）

�11 日（金）18:00 ～ 20:30 ………………… 《全席自由 400 円》

 第 35 回田名部高校吹奏楽委員会定期演奏会

�13 日（日）10:00 ～ 17:30 ……………………………《入場無料》

 2004 ヤマハエレクトーンフェスティバルむつ大会

意見の相違

　国際交流員

ター・ディビット

（２００４年・第５８３号）

ボロニエーゼを頼んで比較するのは楽しいよ。それに、貴方と同じ様に、

あまり不思議な料理好きじゃないよ。」と太郎がはっきり答えました。

　「なるほどね、そのように考えたことない。様々な店の料理を比べるの

は面白いかもしれない。でも、父の影響かどうかよくわからないけど、やっ

ぱり私はいろいろな料理を食べてみたい。」とサラが話し水を一口を飲みま

した。その様に二人が会話し外の爽やかな風の中で、ヨーロッパの様な雰

囲気の中、本格的なイタリア料理を食べました。そして、レストランを出

てから二人が同時に「おいしかった！」と言って笑いました。

　「次は電器屋さんに行って良い？街にある電器屋さんでノートパソコンを

買いたいと考えていたので、今日は買おうかな。」と太郎が言いました。

「良いけど、でもあまり長くなると。パソコンはあまり好きじゃないから。

現在必要な手段とは分かっていますが、Eメールやインターネットなどは

とても人間味のないものと思わない？」とサラが言いました。

「いいえ、逆に Eメールや携帯メールを使うと、たくさんの人間と交流し

ても平気だよ。さらに、面と向かっての会話だと僕は恥ずかしいけどEメー

ルやインターネットだと何でも言えると言う感じだよ。」

　「しかし、怪しい人とは会わない？それに、相手の性格などは Eメール

などで理解できないので顔と顔を合わせた方が良いと思う。」とサラが論じ

ました。

　「言っていることは分かるけど、僕にとってEメールなどは接しやすいか

ら好きだよ。それじゃあ、長くならなければ電器屋に行っても良い？」と太

郎が尋ねました。

　「良いよ。」とサラが言いながら空に浮かんでいる雲を見て、「あの雲は船

みたいね。」

　「象の形じゃない？」と太郎が雲を見ながら言いました。

　「本当だ、頭を右に倒して確かに象の形が見える。」と言うように二人が

一つの素晴らしい日を一緒に過ごしました。」

　と言うわけで我々はサラと太郎と同じように意見、好みなどが同じでは

なくてもお互いの立場から様々な事を見ればよいと思います。そして、お

互い理解、国際理解などがもっと簡単にできると思います。

　例えば、最近話題になっているイラクでの日本人の誘拐事件についてア

メリカ人や日本人の意見は違うかもしれません。日本では誘拐された日本

人に対して、政府やメディアから厳しい意見がありました。退避勧告が出

ていたのに、イラクに行き誘拐されたので国に大きな手間をかけたと言う

意見が日本で多いようです。一方、アメリカ人に聞い

てみると、この人たちは勇気を持って、人を救うため

に行ったので英雄のような人たちと思っている人が多

いかもしれません。この問題について考え方が異なる

理由は様々だと思いますが、まずは、国や宗教などに

よって、違う考え方があるということを認めてからもっ

と深く考えましょう。

�27 日（日）13:30 ～ 16:00 ………………… 《全席自由 400 円》

 第２回下北吹奏楽団定期演奏会

�29 日（火）18:30 ～ ……《全席自由 4,000 円（当日 4,500 円）》

 前進座特別公演『天平の甍』

〈詳しくは〉

下北文化会館 �22-8411
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　５月３日（祝）・第 57回憲法記念『下北駅伝競走大会』
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（２００４年・第５８３号）

　

む
つ
商
工
会
議
所
Ｔ
Ｍ
О
の
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
設
置

事
業
を
、
新
町
商
店
会
が
中
心
と
な
り
、

地
域
住
民
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
実

施
し
ま
す
。

　

５
月
頃
か
ら
秋
口
ま
で
の
４
か
月

間
、
２
千
鉢
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植

え
た
ヒ
バ
づ
く
り
の
ポ
ッ
ト
を
、
柳
町
、

本
町
、
新
町
、
小
川
町
お
よ
び
横
迎
町

の
目
抜
き
通
り
に
設
置
し
、
草
花
の
癒

し
効
果
に
よ
っ
て
各
商
店
街
を
訪
れ
た

方
々
に
安
ら
ぎ
を
提
供
し
ま
す
。

　

期
間
中
、『
水
ち
ょ
う
だ
い
！
』と
い

う
ポ
ッ
ト
の
花
の
仕
草
に
お
気
づ
き
に

な
り
ま
し
た
ら
、
慈
悲
の
如
雨
露
を
差

し
伸
べ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

去
る
４
月
30
日
（
金
）、
む
つ
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長
・
名
久
井
彰
司
氏
）

と
、
新
町
の
亀
田
壽
子
氏
か
ら
む
つ
市

図
書
館
の
図
書
購
入
費
と
し
て
、
ご
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

む
つ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和

53
年
か
ら
継
続
し
て
寄
付
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
27
回
目
の

ご
寄
付
と
な
り
、
図
書
館
で
は
『
む
つ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
コ
ー
ナ
ー
』を
設

置
し
て
、
利
用
者
か
ら
親
し
ま
れ
て
お

む
つ
商
工
会
議
所
Ｔ
Ｍ
О

『
新
町
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
』が

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
400
個
を
設
置

図
書
購
入
費
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

り
ま
す
。

　

ま
た
、
亀
田
壽
子
氏
は
、
ご
主
人
の

利
美
氏
が
永
年
む
つ
下
北
地
区
読
書
推

進
協
議
会
の
副
会
長
と
い
う
要
職
を
勤

め
ら
れ
、
地
域
の
読
書
推
進
に
ご
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
去
る
１
月
30

日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

た
び
故
人
の
遺
志
を
継
承
し
、
図
書
の

購
入
費
に
と
の
こ
と
で
、
ご
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　５月９日（日）・かまふせパノラマライントレッキング
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生涯学習に関するご相談は市教育委員会へ ...

　生涯学習課 内線 732 市公民館 �24-1224

　保健体育課 内線 742 市立図書館�28-3500

　※市役所は、�22-1111（代表）です。

～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり親子での参加大歓迎！

『わがまち宝物探しツアー』

イ ベ ン ト 情 報
イベント 開催地 期　　日 お問い合わせ 電話番号

ニ ュ ー ト リ ノ 展 青 森 市 ５月 28日～６月 23日 県 立 郷 土 館 017-777-1585

太 宰 治 誕 生 祭 金 木 町 ６月19日 金木町教育委員会 0173-53-2111

ぼ た ん ま つ り 南 部 町 ５月下旬～６月上旬 南部町農林商工課 0179-34-2111

印 出 コ レ ク ション 展 八 戸 市 ７月11日まで 八 戸 市 美 術 館 0178-45-8338

海 峡 サ ー モ ン 祭 り 大 畑 町 ６月 27日 大 畑 町 産 業 振 興 課 0175-34-2111

（２００４年・第５８３号）

いつ どこで テーマ・内容 講師 単位 時間 備考

第１回
６月９日（水）

10:00～12:00
市 立 図 書 館 わがまちの宝物って？ 奈　良　正　義 1 2 必修

第２回
６月20日（日）

9:00～15:00
宇曽利湖周辺

宇曽利湖周辺の自然

ウグイの遡上調査を体験します
大八木　　　昭 3 6

詳
細
は
第
１
回
講
座
時
に
連
絡
し
ま
す

第３回
７月３日（土）

9:00～15:00
むつ市・東通村

斗南藩の歴史

斗南藩の歴史を今に伝える史跡を探訪します
鳴　海　健太郎 3 6

第４回
７月22日（木）

9:00～15:00
む つ 市 内

市内の遺跡

市内には80か所以上の遺跡があります
橘　　　善　光 3 6

第５回
８月４日（水）

9:00～15:00
むつ市・川内町

下北の海底林、埋没林

30万年以上前の樹木が触れます
奈　良　正　義 3 6

第６回
８月29日（日）

10:00～12:00
市 立 図 書 館 発　表　会 奈　良　正　義 1 2 必修

※原則２時間で１単位とし、８単位取得者に修了証を授与し、文化財ボランティア名簿に登録します。
※第１回と第６回は必修とします。（第１回目は大人だけの参加も可）
※第２回から第５回は興味のある回のみ参加したい方でも歓迎します。

『
わ
が
ま
ち
宝
物
探
し
ツ
ア
ー
』
受
講
生
募
集
！

〜
む
つ
市
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
〜

　

下
北
に
は
貴
重
な
文
化
や
歴
史
、

素
晴
ら
し
い
自
然
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
は
下
北
に
住
む
わ
た
し
た
ち
に

と
っ
て
の
宝
物
で
す
。

　

身
近
に
あ
る
の
に
気
が
つ
き
に
く
い

そ
ん
な
我
が
ま
ち
の
宝
物
の
い
く
つ
か

を
実
際
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

は
、
ふ
る
さ
と
に
あ
る
宝
物
（
文
化
財

等
）に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
・
技
術

を
修
得
し
、
文
化
財
の
研
究
・
説
明
・

発
掘
等
に
対
応
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成

13
年
度
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
実
際
に
現
場
に
行
き
体
験

す
る
実
践
型
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

知
識
を
得
る
だ
け
の
学
習
で
は
な

く
、
自
ら
の
興
味
を
発
展
さ
せ
文
化

財
を
大
切
に
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
生
か
す
、
新
し
い
形
の
講

座
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
参
加
費
〉原
則
無
料

〈
申
込
み
期
間
〉

５
月
27
日（
木
）〜
６
月
７
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

〈
定
員
〉

第
２
〜
５
回
の
視
察
は
定
員
20
名

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

生
涯
学
習
課
文
化
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
７
３
３



( 1 3 )

　

明
治
20
年
代
、
江
戸
歌
舞
伎
役
者
に

よ
っ
て
下
北
各
地
に
伝
承
さ
れ
た
歌
舞

伎
は
、
大
衆
娯
楽
と
し
て
大
正
後
期
ま

で
『
つ
き
あ
い
興
業
』と
し
て
盛
ん
に
行

な
わ
れ
た
。

　

長
い
歳
月
を
経
た
現
在
で
は
、
地
域

の
過
疎
化
、
伝
承
芸
能
へ
の
意
識
低
下

等
の
要
因
か
ら
、
下
北
地
域
で
も
福
浦

歌
舞
伎
と
奥
内
歌
舞
伎
の
二
地
区
に
の

み
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

奥
内
歌
舞
伎
も
明
治
時
代
か
ら
『
芝し
ば

居や

』と
称
し
、『
若わ
か
ぜ者
仲
間
』に
よ
っ
て

大
衆
民
俗
芸
能
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
き

た
が
、
後
継
者
不
足
に
悩
み
、
そ
の
形

態
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
た
。
昭
和

55
年
に
各
師
匠
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

『
忠
臣
蔵
五
段
目
』・『
一
谷
嫩

ふ
た
ば

軍
記
』

む
つ
市
の
文
化
財
め
ぐ
り
（
25
）

〜
奥
内
歌
舞
伎
（
民
俗
文
化
財
・
無
形
）
〜

む
つ
市
文
化
財
審
議
委
員　

遠　

藤　

克　

巳

奥内歌舞伎

が
8
年
ぶ
り
に
上
演
さ
れ
、
民
衆
歌
舞

伎
が
再
現
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
最
後
に
後
継
者
不

足
、
衣
装
の
老
朽
化
が
進
み
、
上
演
が

途
絶
え
た
が
、
平
成
６
年
頃
に
地
元
住

民
か
ら
復
活
の
気
運
が
高
ま
り
、
奥
内

歌
舞
伎
保
存
会
を
中
心
に
民
間
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
『
協
動
型
』の
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
平
成
９
年
２
月
、
下

北
文
化
会
館
に
お
い
て
『
奥
内
歌
舞
伎

復
活
上
演
会
』が
開
催
さ
れ
た
。
平
成

15
年
に
は『
無
形
民
俗
文
化
財
』と
し
て

市
の
指
定
と
な
っ
た
。

※
今
回
で
『
む
つ
市
文
化
財
め
ぐ
り
』
は
終

了
と
し
ま
す
。
次
回
か
ら
は
平
成
14
年
４

月
ま
で
連
載
し
て
い
た
『
む
つ
市
の
遺
跡

探
訪
』
を
再
開
し
ま
す
。

春　

夏　

秋　

冬

・
九
十
歳
ま
で
握
り
し
ラ
ケ
ッ
ト
色
褪
せ
て
遺
影
の
傍
え
に
並
び
て
置
か
る

中　

村　

笄　

子

・
公
園
の
桜
の
木
々
は
彩
づ
き
て
桃
色
蕾
ふ
っ
く
ら
呼
び
い
る

斉　

藤　

ま
さ
ゑ

・
春
も
み
じ
う
つ
し
て
過
ぐ
る
渓
流
に
想
い
出
は
る
か
ふ
る
さ
と
の
川

菅　

野　
　
　

實

・
春
な
か
ば
野
鳥
図
鑑
を
持
ち
行
け
ど
符
合
す
る
鳥
つ
い
に
探
せ
ず

工　

藤　

孝　

敏

・
学

生

街

抜

け

て

城

へ

と

花

見

客 

高　

橋　

千
夜
湖

・
桜

咲

く

携

帯

電

話

の

は

づ

む

声

 

　

羽　

立　

盤　

空

俳　句 短　歌

（２００４年・第５８３号）

山
火
事
注
意
！

　

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
、
山

菜
取
り
お
よ
び
農
作
業
等
で
山
林
へ
の

出
入
り
が
多
く
な
る
時
期
に
入
り
ま
す
。

　

山
火
事
発
生
原
因
の
多
く
は
人
為

的
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
た
ま
っ
た
枯
葉
が
多
く
蓄
積

し
、
空
気
も
乾
い
て
い
る
た
め
十
分
注

意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

山
火
事
の
多
く
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た

火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
に
よ
り
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の

力
を
合
わ
せ
、
恐
ろ
し
い
山
火
事
を
防

ぐ
た
め
に
も
次
の
こ
と
を
守
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
絶
対
焚
き
火
は

し
な
い

②
焚
き
火
や
野
焼
き
を
す
る
と
き
は
周

囲
に
も
知
ら
せ
、
一
人
で
行
な
わ
な
い

③
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
市
町
村
の

許
可
を
必
ず
受
け
る

④
風
が
強
い
と
き
、
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
と
き
に
は
、
焚
き
火
や
野
焼
き

は
し
な
い

⑤
タ
バ
コ
の
火
は
必
ず
消
し
、
絶
対
投

げ
捨
て
な
い

⑥
火
遊
び
は
し
な
い

〈
詳
し
く
は
〉

農
林
畜
産
課
農
林
係

�
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ロシアバレエフェスティバル '04下北公演

〈い　つ〉　６月４日（金）　開場18:00　開演18:30

〈どこで〉　下北文化会館大ホール

〈前売券〉　全席指定・一般2,000円／学生（高校生以下）1,000円

前売券好評発売中！

〈主　催〉下北文化会館 ／ 〈共　催〉みちのく銀行

〈詳しくは〉

下北文化会館　�22-8411

喫煙室のご利用について

　下北文化会館では、喫煙室を設けましたので、

おタバコは喫煙室をご利用ください。
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（２００４年・第５８３号）

　

本
来
、
野
生
の
獣
け
も
のと
人
間
と
は
住
む

場
所
が
異
な
る
も
の
で
す
が
、
近
年
そ

の
関
係
が
変
っ
て
き
て
い
ま
す
。
キ
ツ

ネ
、
ア
ナ
グ
マ
や
タ
ヌ
キ
の
交
通
事
故

死
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

カ
モ
シ
カ
や
サ
ル
、
ク
マ
と
会
え
る
の

は
特
定
の
地
域
の
人
や
山
で
働
く
人
達

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
市
街
地
に

出
没
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

カ
モ
シ
カ
は
日
本
全
国
で
特
別
天
然

記
念
物
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
個

体
数
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
息
域

が
拡
大
し
、
市
街
地
に
接
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
畑

の
作
物
、
庭
木
や
花
の
食
害
が
出
て
い

ま
す
。
年
々
、
被
害
の
種
類
や
量
も
増

加
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、畑
作
物
で
は
、

は
じ
め
は
豆
類
を
狙
っ
て
い
た
の
が
、

ダ
イ
コ
ン
の
葉
や
ハ
ク
サ
イ
に
食
害
を

与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

住
宅
密
集
地
の
道
路
や
庭
で
見
か
け
た

と
い
う
情
報
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
モ
シ
カ
の
食
害
に
つ
い
て
は
ネ
ッ

ト
等
で
防
ぐ
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
庭

先
等
で
は
、
じ
っ
と
し
て
動
か
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
、
ケ
ガ
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
多

く
は
近
づ
く
と
走
っ
て
逃
げ
ま
す
。
市

街
地
は
生
息
地
で
は
な
い
の
で
、
追
い

払
う
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

カ
モ
シ
カ
は
基
本
的
に
お
と
な
し
い

動
物
で
す
の
で
、
人
に
危
害
を
加
え
る

こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

や
は
り
野
生
動
物
で
す
の
で
、
追
い
つ

め
ら
れ
た
り
特
殊
な
状
況
下
で
は
人
に

向
か
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先

月
、
市
内
で
犬
に
追
わ
れ
た
カ
モ
シ
カ

に
市
民
が
巻
き
込
ま
れ
怪
我
を
し
た
事

例
が
あ
り
ま
し
た
。
む
や
み
に
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ル
の
場
合
は
下
北
半
島
の
ニ
ホ
ン

ザ
ル
と
し
て
天
然
記
念
物
と
し
て
保
護

さ
れ
て
い
ま
す
。
暖
冬
が
続
い
て
い
る

せ
い
か
、
個
体
数
も
群
れ
数
も
増
え
て

い
ま
す
。

　

む
つ
市
内
に
は
群
れ
は
生
息
し
て
い

ま
せ
ん
。
市
内
で
目
撃
さ
れ
る
サ
ル
は

離
れ
ザ
ル
と
い
っ
て
群
れ
か
ら
離
れ
た

サ
ル
で
、
普
通
は
単
独
行
動
を
し
て
い

ま
す
。
県
内
各
地
で
目
撃
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
同
じ
場
所
に
長
く
留
る
こ
と
は

な
く
、
転
々
と
し
て
移
動
し
ま
す
。
気

カ
モ
シ
カ
や
サ
ル
と
の
付
き
合
い
方

平
成
16
年
度

む
つ
市
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
募
集

〈
派
遣
期
間
〉

平
成
17
年
１
月
８
日（
土
）〜
14
日（
金
）

〈
派
遣
先
〉

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州

ポ
ー
ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
市

〈
応
募
資
格
〉

　

む
つ
市
内
の
中
学
校
に
在
籍
す

る
、
心
身
共
に
健
康
で
、
外
国
生
活

に
適
応
で
き
る
生
徒
。

〈
募
集
人
員
〉７
名
程
度

〈
申
込
方
法
〉

　

各
中
学
校
か
ら
要
項
等
を
受
け
取

り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
６

月
11
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
教
育
委
員
会
指
導
課
・
古
里

�
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『
介
護
塾
』
開
催

　

み
ち
の
く
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
介
護
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方
、
福
祉

に
興
味
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
５
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉

市
公
民
館
１
階
青
少
年
研
修
室

〈
ど
ん
な
〉

 

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
紹
介

 

・
訪
問
入
浴
車
の
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
（
会
場
で
訪
問
入
浴
を
実
演
し
ま
す
の
で
、

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
）

〈
定
員
〉20
名（
先
着
順
）

〈
参
加
費
〉無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

み
ち
の
く
荘
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　

高
橋
�
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第
９
回
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
緑
と
花
の
市

・
下
北
半
島
特
産
品
フ
ェ
ア

　

ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
で
は
、
毎
年
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
『
緑
と
花
の

市
・
下
北
半
島
特
産
品
フ
ェ
ア
』を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

花
壇
・
野
菜
苗
・
植
木
や
三
の
市
の

魚
介
類
な
ど
、特
産
品
が
大
集
合
で
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
詳
し
く
は
〉

（
財
）む
つ
下
北
観
光
物
産
公
社

�
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『
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
参
加
者
募
集

　

ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
で
は
『
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
』を
、
今
年
は
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
参
加
者
を
募
集
い

た
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉

毎
月
第
４
日
曜
日（
６
月
〜
10
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
詳
し
く
は
〉

（
財
）む
つ
下
北
観
光
物
産
公
社

�
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９
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ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 　

�

不
用
品
登
録
活
用
銀
行

　

市
消
費
者
の
会
で
は
、
物
を
大
切

に
使
お
う
と
、
不
用
品
の
あ
っ
せ
ん

を
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
有
償
で
の
取
り

引
き
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

 

・
希
望
品
…
黒
の
ロ
ー
フ
ァ
ー
（
20
〜
21

㎝
）、
白
の
ブ
ラ
ウ
ス（
長
そ
で
・
半
そ
で
）

140
㎝
、
苫
生
小
指
定
（
長
ズ
ボ
ン
140
㎝
・

長
そ
で
SS
以
下
・
短
パ
ン
SS
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
140
㎝
）

 

・
不
用
品
…
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
寝
か

せ
る
タ
イ
プ
）０
〜
１
才
用

〈
連
絡
先
〉

市
消
費
者
の
会
事
務
局（
市
商
工
観
光
課
内
）

�
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（２００４年・第５８３号）

に
な
る
こ
と
は
、
タ
イ
ワ
ン
ザ
ル
の
こ

と
で
す
。
野
辺
地
町
で
飼
わ
れ
て
い
た

タ
イ
ワ
ン
ザ
ル
は
一
応
、
全
頭
捕
獲
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
群
れ
か
ら

離
れ
た
個
体
が
あ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
も
し
、
タ
イ
ワ
ン
ザ
ル
を
見
か
け

た
ら
、
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
タ
イ
ワ
ン
ザ
ル
が
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

生
息
地
に
は
い
る
と
自
然
に
は
な
い
種

類
の
サ
ル
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る

か
ら
で
す
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
と
タ
イ
ワ
ン

ザ
ル
の
見
分
け
方
は
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

尾
は
目
立
ち
ま
せ
ん
が
、
タ
イ
ワ
ン
ザ

ル
の
尾
は
長
く
て
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。

　

野
生
動
物
に
餌
を
与
え
る
こ
と
は
決

し
て
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

天
然
記
念
物
や
特
別
天
然
記
念
物
は

　

む
つ
市
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、

今
年
も
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
ま
で

『
緑
の
募
金
運
動
』
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
は
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
、
71
万
２
千
０
７
９
円
の
募
金

が
集
ま
り
、
当
委
員
会
に
は
、
そ
の

う
ち
45
％
（
32
万
４
３
６
円
）が
還
付

さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

み
ん
な
で
緑
豊
か
な
街
づ
く
り

ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
そ
の
還
付
金
を

も
と
に
町
内
会
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
の
各
団
体
の
緑
化
事
業
（
植
樹
）に

対
し
て
助
成
、
ま
た
苗
木
の
配
付
な

ど
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

１
団
体
お
よ
そ
５
万
円
の
予
算
と

な
り
ま
す
が
、
植
樹
を
し
た
い
、
ま

た
す
る
予
定
が
あ
る
と
い
う
団
体
が

あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
緑
化
推
進
委
員
会
事
務
局

（
市
農
林
畜
産
課
農
林
係
内
）

�
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【新展示品がやってきた！】

　当館の１階にある『自然の不思議な世界』のコーナーに、

アメリカ・サンフランシスコにあるエクスプロラトリアムと

いう参加体験型の展示館から２つのユニークな展示品が仲

間入りしました。今回は、『共振するリング』という展示品

をご紹介します。

～共振するリング～

　下の写真のように、丸いスピーカーの上に異なる大きさ

の金属リングが６個取り付けられています。説明板には１

秒間にスピーカーが振動する回数を変えることのできるダ

イヤルがついています。このダイヤルをゆっくりと回して

いくとある異なった振動数で１つ１つのリングが順に激し

くふるえはじめます。これを共振といいます。振動数を変

えていくとリングがある決まった動きをしますが、詳しく

は当館にお越しの際にじっくりと展示品に触れて観察して

みてください。

【６・７月 つくってたいけん工作コーナーのご案内】

　５月10日号でもご紹介したように当館では、毎週土曜日

と日曜日、祝日にちびっこ工作教室を開催しています。メ

ニューは、５月の『クリップ・マグネットをつくろう』に替

わり『空気砲をつくろう』になります。フィルムケースや風

船などを使ってミニチュアの空気砲を作ることができます。

予約や参加費は必要ありませんので、当館に遊びに来た時

にはぜひ参加してくださいね !!

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

捕
獲
す
る
た
め
に
は
手
続
き
が
必
要
で

す
が
、
人
に
危
害
を
与
え
た
場
合
や
そ

の
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
緊
急
避
難
措

置
が
と
れ
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
生
涯
学
習
課
文
化
係

�
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下
北
野
生
生
物
研
究
所

�
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5 月１日現在　平均価格

〈灯　　油〉　☆ 1 ローリー価格
　　　　　　☆ 18 配達価格
〈ＬＰガス〉　☆ＬＰガス５ｍ3

　　　　　　☆ＬＰガス 10 ｍ3

〈ガソリン〉　☆レギュラー１ 現金
　　　　　　☆軽油１ 現金

今月平均
46 円
849 円
4,086 円
6,562 円
107 円
86 円

価格の幅
41 ～ 49
 738 ～ 964
3,990 ～ 4,252
6,405 ～ 6,618
 103 ～ 109
 82 ～ 89

前月平均
（45 円）
（855 円）
（4,091 円）
（6,579 円）
（104 円）
（83 円）

※ むつ市消費者の会モニター調べ

＝燃料価格ニュース＝
（税込）

（２００４年・第５８３号）

各種がん検診申込受付中
　ご希望の方は、お早めに市健康推進課へ電話でお申し込み

ください。

【胃がん検診・大腸がん検診】

いつ どこで 対象者 受付時間

７月１日（木） 大平集会所
40才以上 午前６時45分～８時

８月３日（火） 近川中学校

【検診料】
胃 が ん 検 診 ………… 900円
大腸がん検診 ………… 500円
※生活保護世帯または、市民税非課税世帯の方、70才以上の方は無料です。

【子宮がん検診・乳がん検診】

いつ どこで 対象者 受付時間

６月29日（火） 下北文化会館 30才以上

（女性）
午後５時～６時

７月27日（火） 下北文化会館

【検診料】
子 宮 検 診 ………… 600円
乳 が ん 検 診 ………… 300円 30～ 39才（主に視触診）

※医師の指示によりマンモグラフィーを実施した場合は700円

700円 40～ 58才（視触診とマンモグラフィー）
400円 60才以上（マンモグラフィー）

※今年度から40才以上の方の乳がん検診の実施方法が変わりました。詳しくは３月25日
　発行の本紙30ページをご覧になるか、市健康推進課までお問い合わせください。

※生活保護世帯または、市民税非課税世帯の方、70才以上の方は無料です。

【骨密度検診】

いつ どこで 対象者 受付時間

６月29日（火） 下北文化会館 30才以上 午後５時～６時30分

【検診料】………………… 2,100円
※今年度中に40才または50才に到達する方は無料です。

日本脳炎予防接種
　日本脳炎予防接種を下記日程で実施します。

　対象になる方は、予診票と母子健康手帳を持参し、会場へ

お越しください。対象の方には個別に通知いたします。

実施日 受付時間 会場
６月４日（金） 12:15～13:00 下北文化会館
６月９日（水） 12:00～12:30 市 公 民 館
６月10日（木） 12:45～13:30 下北文化会館
６月15日（火） 12:45～13:30 下北文化会館
６月18日（金） 12:15～13:00 下北文化会館

各
町
内
会

子
ど
も
会
育
成
会
の

み
な
さ
ま
へ

　

む
つ
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協

議
会
（
市
子
連
）で
は
、
安
心
し
て
子

ど
も
会
活
動
が
で
き
る
よ
う
全
国
で

実
施
し
て
い
る
『
安
全
会
（
見
舞
金
制

度
）』へ
の
加
入
促
進
事
業（
助
成
）を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
未
加
入
で
活
動
し
て
い
る
子

ど
も
会
で
も
資
料
を
配
布
し
ま
す
の

で
、窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

（
市
公
民
館
内
）
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全
国
一
斉
『
遊
び
の
日
』
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

『
チ
ャ
レ
ラ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

　

遊
び
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
等
を
体
験
・
経
験
し
、
体
力

増
進
・
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
協
調

性
を
身
に
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
の
仲
間

づ
く
り
に
、
ま
た
親
子
間
・
世
代
間
の

交
流
を
深
め
る
場
を
提
供
す
る
事
業
で

す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
興
味

の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
い
つ
〉６
月
12
日（
土
）・
午
前
10
時
〜

〈
ど
こ
で
〉む
つ
市
イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
参
加
費
〉１
人
200
円（
保
険
代
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局

（
日
中
）野
坂
�
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間
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俳
句
は
こ
こ
ろ
の
詩

　

Ｆ
Ｍ
ア
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
小
中
学

生
に
俳
句
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
、
６
月
か
ら
小
中
学
生
の
み
な
さ
ん

か
ら
の『
俳
句
』を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
番
組
内
で
放
送
し
ま
す
。

〈
対
象
〉小
中
学
生

〈
応
募
内
容
〉

　

作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
ハ
ガ

キ
に
作
品
２
句
・
学
校
名
・
学
年
・

氏
名
を
明
記（
作
品
と
氏
名
に
ふ
り
が
な
）

〈
応
募
方
法
〉

　

Ｆ
Ｍ
ア
ジ
ュ
ー
ル
ま
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

　

毎
月
末
締
切
、
翌
月
発
表
。（
月

間
賞
が
あ
り
ま
す
）

　

応
募
作
品
は
、
毎
週
火
曜
日
午
前

８
時
30
分
か
ら
と
水
曜
日
午
後
５
時

30
分
か
ら
の
ア
ジ
ュ
ー
ル
ト
ー
ク
ラ

ウ
ン
ジ
『
俳
句
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
』で
放
送
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉

〒
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３
５
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０
０
３
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む
つ
市
柳
町
一
丁
目
２
番
２
号

Ｆ
Ｍ
ア
ジ
ュ
ー
ル『
俳
句
』係
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( 1 7 )

★ ９日（水）

 海上自衛隊 岸壁

 　　　　　 造修補給所

　　　　　　　　　　総監部

★ 15日（火）

 鍵本ハイヤー駐車場（下信の日）

　時間は午後８時から午後 11 時までです。また、都合により当番医が変
更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

中 村 眼 科 ク リ ニ ッ ク

中 央 内 科 ク リ ニ ッ ク

川 上 医 院

村中内科・心療内科医院

☆　６　日（日）

☆ 13 日（日）

☆ 20 日（日）

☆ 27 日（日）

６ 月 の 在 宅 当 番 医

赤ちゃん教室（こころの成長）

生後４か月～９か月になるまでの乳児が対象です。
場所は下北文化会館集会娯楽室。

６月 23日（水）
13:10 ～ 13:20

10 か月児健康診査

平成15年８月生まれの乳児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

６月 30日（水）
12:10 ～ 12:20

１才６か月健康診査

平成14年 11月生まれの幼児が対象です。場所は下
北文化会館検査検診室。

６月 17日（木）
13:00 ～ 13:20

２才児歯科健康診査

平成13年 12月生まれの幼児が対象です。場所は
下北文化会館検査検診室。

６月２日（水）
13:00 ～ 13:20

３才児健康診査

平成12年 12月生まれの幼児が対象です。場所は
下北文化会館検査検診室。

６月 24日（木）
12:00 ～ 12:20

健康なんでも相談

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が
健康についてのご相談をお受けします。

６月の健康相談（糖尿病）

場所は健康推進課健康相談室。保健師と栄養士が糖尿病につい
てのご相談をお受けします。予約制です。�22-1111内線 443

毎週月曜日
13:00 ～ 15:00

毎週火～金曜日
13:00 ～ 15:00

６ 月 の 献 血 受 付 日 程

血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

☆麻しん・風しん・三種混合☆

麻しん

風しん

三種混合

実 施 日

６月８日

６月８日

６月25日

対　象　児

１才～７才６か月未満 

１才～７才６か月未満

３か月～７才６か月未満  
           佐 藤 小 児 科･･･午後２時～午後５時
　          ちばクリニック･･･午後２時～午後３時 30分
             菊 池 医 院･･･午後１時 30分～午後２時 30分
    ど ん ぐ り こ ど も ク リ ニ ッ ク ･･･午後２時～午後３時 30分

時 間

これからの予防接種日程

健康教室・健康相談・健康診査

離乳食教室

対象児は、平成15年 10月生まれおよび平成16年
２月生まれの乳児。場所は下北文化会館集会娯楽室。

６月 23日（水）
10:10 ～ 10:20

� 22-2512

� 28-4550

� 22-2990

� 23-0120

　　　

10:30～11:45

13:00～14:30

15:00～16:30

10:30～16:15

高　梨
たなか　れ　ん　 くん

　　　　みやび　 ちゃん

（２００４年・第５８３号）

６
月
４
日
〜
10
日
は『
歯
の
衛
生
週
間
』

歯
の
な
ん
で
も
無
料
健
康
相
談

　

青
森
県
歯
科
医
師
会
下
北
支
部
会
で

は
、
歯
の
衛
生
週
間
と
し
て『
歯
の
な
ん

で
も
無
料
健
康
相
談
』を
行
な
い
ま
す
。

　

歯
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る

方
（
む
し
歯
・
入
れ
歯
が
あ
わ
な
い
・

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
・
口
臭
・
顎
関
節

症
な
ど
）、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
診
て
も

ら
い
ま
せ
ん
か
。

　

ど
な
た
で
も
ご
来
場
で
き
ま
す
の

で
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉６
月
５
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館
第
一
集
会
室

〈
ど
ん
な
〉

 

・
歯
の
な
ん
で
も
無
料
健
康
相
談

 

・
無
料
歯
科
健
診（
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
受
付
）

 

・
パ
ネ
ル
展
示

 

・
歯
に
よ
い
お
や
つ
の
試
食
コ
ー
ナ
ー

 

・
ビ
デ
オ
上
映

 

・
歯
ブ
ラ
シ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
無
料
プ

レ
ゼ
ン
ト

〈
詳
し
く
は
〉

市
健
康
推
進
課
保
健
係
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（２００４年・第５８３号）

　５月 14日（金）・『ポート エンジェルス市使節団』下北観光

『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。
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